
１．研究目的
　カーペットとは、主に敷物として使われている
厚手の毛または絹の織物をいう。カーペットは、
断熱効果が高く、経済性や防音性に優れ、足触り
も軟らかいため、マンションや戸建て住宅の床仕
上げ材として幅広く利用されている。日本は家の
中では靴を脱いで生活する習慣があるため、足触
りはカーペットなどの床仕上げ材を選ぶ際の重要
な項目の一つとなっている。
　そこで、本研究では、家庭用カーペットとして
最も広く利用されているタフテッドカーペットの
足触りについて、官能及び嗜好に関するアンケー
ト調査を行い、カーペットのテクスチャーが人間
の足触り評価に与える影響について明らかにす
る。また、カーペットの圧縮弾性試験から得られ
た物理量（カーペットの沈み量）とアンケート調
査より明らかになった心理的な尺度との関係につ
いても考察する。

２．調査材料
　表 1 に示す市販されている 5 種類のタフテッド
カーペットを使用した。なお、繊維の種類として
は、5 種類共に、毛 10％、アクリル 35％、アク
リル系 55％の混合タイプを用い、色彩について
も同系色のものを使用した。

表１　調査したカーペットの概要

種
類 パイル形状

パイル
長さ

（mm）

カーペッ
トの厚さ
（mm）

密度
（g/cm3）

Ａ
ループパイル

4.5 6.7 0.29
Ｂ 6.0 8.0 0.26
Ｃ 7.5 9.6 0.25

Ｄ ハイ＆ロー
ループパイル

ハイ 6.0
ロー 3.0 8.0 0.26

Ｅ カットパイル 6.0 8.1 0.18

３．調査方法
（１）アンケート調査
 ・調査対象：18 歳から 22 歳の女性 89 名
 ・足の状態：裸足またはストッキングをはいた状態
 ・動作：寸法 30cm × 30cm のカーペットを床に
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　家庭用カーペットとして広く利用されているタフテッドカーペットの足触りについて、
官能及び嗜好に関するアンケート調査を行い、カーペットのテクスチャーが人間の足触り
評価に与える影響について検討した。その結果、パイル形状としてカットパイルのカーペッ
トの足触り評価が高く、逆に、ハイ＆ローループパイルのカーペットの足触り評価が低い。
これは、ハイ＆ローループパイルよりもカットパイルのカーペットの方が、温かくて軟ら
かく感じ、凹凸を感じにくいのが原因であると思われる。カーペットの足触り評価が高く
なる条件として、①表面が平滑であること、②パイルの隙間が少ないこと、③弾性が低く
て沈みやすいことの３つが挙げられる。また、足触り評価の感覚の一つである「硬軟感」
と圧縮弾性試験によるカーペットの沈み量には相関性があることを導き出している。
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敷き、その上に立ち、足を自由に動かした。
 ・調査項目
　① 官能調査：足触り評価に関係する「温冷感」、

「凹凸感」、「硬軟感」及び「滑り感」の 4 つ
の感覚 1）、2）について、5段階評価（「温冷感：
温かい ･ やや温かい ･ どちらでもない ･ やや
冷たい ･ 冷たい」、「凹凸感：平滑である ･ や
や平滑である ･ どちらでもない ･ やや凹凸を
感じる ･ 凹凸を感じる」、「硬軟感：軟らかい
･ やや軟らかい ･ どちらでもない ･ やや硬い
･ 硬い」、「滑り感：滑りにくい ･ やや滑りに
くい ･ どちらでもない ･ やや滑りやすい ･ 滑
りやすい」）を行った。なお、評価は最も多く
販売されているパイル形状で、かつ、パイル
長さの最も短いカーペットＡとの比較とした。

　② 嗜好調査：官能調査終了後に 5 種類のカー
ペットについて、足触りが良いと思うものか
ら順に評価した。

（２）圧縮弾性試験
　アンケート調査に使用した 5 種類のカーペット
について、アムスラー型万能試験機を用いて圧縮
弾性試験を行った。試験としては、カーペットの
沈み量が一定になるまで、圧縮荷重を 5 Ｎごとに
増加させて、その時のカーペットの沈み量をダイ
ヤルゲージで測定する方法で実施した。

４．調査結果及び考察
（１）アンケート調査
①官能調査
　図 1 及び図 2 には、裸足及びストッキングをは

いた状態の官能調査結果を示す。なお、裸足は
53 名、ストッキングをはいている人は 36 名であ
る。縦軸の点数は、各項目の人数に、5 段階評価
の点数（良い［＋ 2 点］、やや良い［＋ 1 点］、ど
ちらでもない［0 点］、やや悪い［－ 1 点］、悪い
［－ 2 点］）を乗じて計算した合計点である。裸足
の場合とストッキングをはいている場合とで異な
る評価結果（点数がプラスとマイナスに分かれた
結果）となったのは、カーペットＤの「硬軟感」
だけであり、それ以外は同じ評価となった。この
ことから、足の状態が官能調査の評価結果に及ぼ
す影響は少ないと思われる。カーペットＢ及び
カーペットＣについては、パイル形状が同じルー
プでパイル長さが異なるだけだったため、同じ官
能調査結果（「温冷感」、「硬軟感」及び「滑り感」
がプラス評価、「凹凸感」がマイナス評価）である。
パイル形状がハイ＆ローループのカーペットＤに
ついては、「温冷感」と「凹凸感」がマイナス評価、
「滑り感」がプラス評価となっている。パイル形
状がカットのカーペットＥについては、「滑り感」
を除けば、全てプラス評価となっている。このこ
とから、官能調査結果に及ぼすパイル形状の影響
は大きいと思われる。パイル形状がループのカー
ペット（カーペットＢ及びカーペットＣ）につい
ては、パイル長さの長い方が凹凸を感じやすくて
軟らかいと評価している。パイル形状がハイ＆
ローループのカーペットＤについては、凹凸があ
るため、他のカーペットよりも滑りにくく、冷た
いと評価している。パイル形状がカットのカー
ペットＥについては、表面がそろっているため、
凹凸を感じにくく、温かいと評価している。
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図１　官能調査結果（裸足で調査した場合）
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②嗜好調査
　表 2 には、嗜好調査の結果を示す。裸足、ストッ
キングのいずれの場合も、1位がカーペットＥで、
2 位がカーペットＣ、3 位がカーペットＢ、　4 位
がカーペットＡ、5 位がカーペットＤである。89
名中75名の学生が5種類のカーペットの中でカー
ペットＥを最も足触りが良いと評価している。

表２　嗜好調査結果
足の状態 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

裸足 Ｅ Ｃ Ｂ Ａ Ｄ
ストッキング Ｅ Ｃ Ｂ Ａ Ｄ

　図 3 には、嗜好調査で 1 位（カーペットＥ）と
5 位（カーペットＤ）のカーペットの官能調査結
果（裸足とストッキングを合わせた結果）を示す。
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図２　官能調査結果（ストッキングをはいて調査した場合）
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図３　嗜好調査で１位と５位になったカーペットの官能調査結果
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1 位のカーペットＥの温冷感には、ほとんどの学
生が 0 点以上の点数をつけている。一方、5 位の
カーペットＤの温冷感には、0 点と－ 1 点をつけ
た学生が多い。温かく感じるカーペット方が好ま
れる傾向にある。凹凸感については、ほとんどの
学生が 1 位のカーペットＥに 0 点以上をつけてい
るのに対して、5 位のカーペットＤには 0 点以下
をつけている。このことから、凹凸があるよりも
平滑なカーペットの方が好まれると思われる。硬
軟感については、ほとんどの学生が 1 位のカー
ペットＥに＋ 1 点以上をつけ、5 位のカーペット
Ｄには－ 1 点や 0 点をつけていることから、軟ら
かいカーペットの方が好まれる傾向にあると思わ
れる。滑り感については、1 位のカーペットＥも
5 位のカーペットＤも－ 2 点から＋ 2 点まで評価
が分かれているが、1 位のカーペットＥについて
は滑りやすいと回答した学生が多く、5 位のカー
ペットＤについては滑りにくいと回答した学生が
多い。
　図 4 には、官能調査結果と嗜好調査結果の関係
を示す。嗜好調査結果についても 1 位を 5 点、2
位を 4 点、3 位を 3 点、4 位を 2 点、5 位を 1 点
として点数評価した。その結果、官能調査におい
て点数の高いカーペットは、嗜好調査においても
点数が高い傾向にある。

（２）圧縮弾性試験
　図 5 には、圧縮荷重とカーペットの沈み量との
関係を示す。圧縮荷重 5 Ｎにおける沈み量が最も

大きいのはカーペットＥであり、カーペットＣ、
カーペットＢ、カーペットＤ、カーペットＡの順
に沈み量が少ない。この理由として、カーペッ
トＥはカットパイルであるため、ループパイルよ
りもパイルが折れ曲がりやすかったものと思われ
る。圧縮荷重5Ｎにおけるカーペットの沈み量は、
カーペットの密度と関係しており、密度が小さい
順に沈み量が大きくなっている。圧縮荷重 35 Ｎ
時のカーペットの沈み量はカーペットＤが最も大
きく、次いでカーペットＣ、カーペットＥ、カー
ペットＡ、カーペットＢとなっている。パイルの
長い順に沈み量が大きくなると予想したが、それ
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図４　官能調査結果と嗜好調査結果の関係
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に反した結果となった。カーペットＤが最も沈み
量が大きかった理由としては、ハイ＆ローカー
ペットであるため、他の均一にパイルが並んだ
カーペットよりも荷重をかけた際にパイルの逃げ
があり、その分、大きく沈んだのではないかと思
われる。また、沈み量が一定になる速さは、カー
ペットＢとカーペットＥが最も早く、次いで、カー
ペットＡ、カーペットＣ、カーペットＤの順であ
る。
　足触り評価に関係する 4 つの感覚の中でカー
ペットの沈み量と関係する感覚として「硬軟感」
がある。この硬軟感はカーペットに足を載せた
ときの足の沈み込みによって生じる感覚であり、
カーペットに学生が体重をかけた時の沈み量と関
係があると考えられる。そこで、図 6 には、カー
ペットに圧縮荷重 5 Ｎかけた時のカーペットの沈
み量と硬軟感の点数との関係を示す。なお、調査
対象学生の平均体重を約 50kg と想定したため、
圧縮荷重 5 Ｎを用いている。この図から明らかな
ように、圧縮荷重 5 Ｎにおけるカーペットの沈み
量と硬軟感には相関が認められ、特に、この傾向
は、裸足で調査した場合に顕著な結果が認められ
る。

５．結論
（１）パイル形状がループのカーペットについて
は、パイル長さの長い方が凹凸を感じる。また、
密度がほぼ同じであれば、パイル長さの長い方が
軟らかいと評価している。
（２）パイル形状がハイ＆ローループのカーペッ
トについては、他のカーペットよりも冷たいと評
価している。また、パイル長さに差があるため、
凹凸を感じやすく、滑りにくいと評価している。
ハイ＆ローループパイルのカーペットは、パイル
の逃げがあるので、圧縮荷重をかけた時に沈み量
が大きい。
（３）パイル形状がカットのカーペットについて
は、他のカーペットよりも温かいと評価している。
また、表面がそろっているため、他のカーペット
よりも凹凸を感じにくいようである。
（４）官能調査結果の点数の高いカーペットが嗜
好調査結果でも上位となっている。
（５）硬軟感とカーペットの沈み量には相関性が
認められ、圧縮荷重 5 Ｎ時のカーペットの沈み量
の大きい方が硬軟感の評価はよくなる。
（６）カーペットの足触り評価の高くなる条件と
して、①表面が平滑であること、②パイルの隙間
が少ないこと、③弾性が低くて沈みやすいことの
3つが挙げられる。
　パイルの表面が平滑で隙間が少なければ、足の
裏にあたる面積が増えて温かいと感じ、弾性が低
ければ、小さな荷重でパイルが大きく沈み、軟ら
かいと感じる。その結果、足触りの評価が上がる
と思われる。
（７）パイル形状がカットのカーペットは、上記
のカーペットの足触り評価が高くなる条件に適合
しているため、最も足触り評価が高い。
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